
富山市地域福祉計画（令和6年度〜令和10年度）（素案）の概要

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるまちをめざして

Ⅱ 地域福祉がいきづく
体制づくり

１ ともに支え合う意識づくり

① 啓発活動の推進

② 福祉教育の推進

２ ともに尊重し合う関係づくり

① 人権意識の向上

② 権利の擁護

③ 再犯防止の推進

３ 地域福祉を担う人づくり

① 地域福祉の担い手支援

② ボランティア活動の推進

③ 新たな担い手の発掘・育成

１ 支え合う地域づくり

① コミュニティの醸成

② 見守り、問題発見体制の充実

③ 各種団体の活動支援

④ 学校、企業等との連携

２ 寄り添い支える体制づくり

① 包括的な相談支援の推進

② 参加支援の推進

③ 地域づくり活動の促進

３ 地域福祉の場づくり

① 地域福祉活動拠点の整備

② 公共施設の有効活用

１ 福祉サービスを安心して利用

できる地域づくり

① 情報アクセシビリティの向上

② きめ細かな相談支援の推進

③ 福祉サービス事業の充実

④ 成年後見制度の利用促進

２ 人にやさしいまちづくり

① ユニバーサルデザインの推進

② 安心して暮らせる住まいの確保

③ 能力活用と就労への支援の充実

④ スマートシティ政策の推進

３つの基本目標

Ⅰ 地域共生社会に向けた
人づくり

施策の方向・施策

地域福祉の担い手不足
ボランティア活動等に参加したい人が活動

しやすい環境づくりが必要
団体活動の構成員の高齢化、後継者や指

導者が育たない
再犯防止の取り組みの認知度が低い

地域住民の関係性の希薄化による団体活
動の困難化・支援者の負担増

地域福祉の活動団体と地域住民・各種団
体と交流促進が必要

住民情報の取り扱いや課題解決事例の共
有・活用方法の検討が必要

住民同士のつながり・支え合いが必要

悩みや不安を感じた場合に、より専門的で
複雑な相談ができるよう、相談体制の周知
や啓発が必要

地域における支援者や支援機関の周知、
役割分担の明確化が必要

インターネットなど多様な手段での情報発
信が必要

デジタル難民についての考慮が必要
成年後見制度の認知度が低い
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地域福祉における課題の検証

地域福祉をめぐる近年の状況 次期計画の考え方・体系

共通する重要な視点

基本理念

視点１
地域共生社会の実現に向けた
インクルージョンの理念の浸透

視点２
地域福祉を支える人と
ネットワークの確保

視点３
支援を必要とする人に
寄り添う地域づくりの進展

Ⅲ 安心して暮らせる
環境づくり

人口減少・高齢化社会の進展に伴う地域社会の
様々な問題
⇒・家族や近所の関係の希薄化

・ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯増・孤立化
・複合・複雑化した問題の顕在化
（介護や育児などの家族の負担増など）

・制度の狭間にある問題の顕在化
（8050問題、ひきこもり、ヤングケアラーなど）

社会福祉法の改正（R2年6月）
⇒地域共生社会の実現に向けた包括的な支援
体制の構築（重層的支援体制整備事業の創設）

計画を策定する上で重視する
３つの視点を新たに設定

現行計画の理念を継承

「人づくり」「体制づくり」「環境づくり」の
3つの目標を設定し、現行計画の施策を再体系化

アンケート調査、地域懇談会などを通じて、地域福
祉における課題を検証

資料１


